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市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
と
安

全
、
地
域
経
済
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ

と
を
基
本
に
、
12
月

19
日
か
ら
冬
季
の
節

電
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

市
役
所
庁
舎
で

は
、
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ

の
実
施
と
併
せ
室
温

を
17
℃
に
設
定
し
た

ほ
か
、
照
明
の
間
引

き
点
灯
や
Ｏ
Ａ
機
器

の
省
電
力
設
定
な
ど

の
実
施
に
よ
り
、
１

月
の
平
日
（
９
時
～

21
時
）
に
お
け
る
取

り
組
み
の
実
績
は
、

前
年
同
期
の
使
用
最

使用最大電力 26％抑制
１月
実績

市役所庁舎の節電対策

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
貴

重
な
史
料
な
ど
を
紹
介
す
る
収

蔵
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
入
館

無
料
。

郷
土
資
料
館 

収
蔵
品
展

２
月
16
日
～
３
月
20
日

▪
日
時　

２
月
16
日
（
木
）
～

３
月
20
日
（
火
＝
春
分
の
日
）

９
時
～
17
時

▪
場
所　

郷
土
資
料
館

▪
展
示
内
容　

❖
近
藤
家
資
料

▶
近
藤
家
資
料
「
建
部
山
之
図
」

設
置
事
業
者
を
募
集

公
共
施
設
の
自
動
販
売
機

　

市
で
は
透
明
性
お
よ
び
公
平

性
を
高
め
る
た
め
、
公
共
施
設

へ
の
自
動
販
売
機
設
置
事
業
者

の
選
定
に
つ
い
て
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
ま
す
。

▪
設
置
場
所　

総
合
文
化
会
館

や
市
民
会
館
、
西
総
合
会
館
な

ど
28
施
設

▪
自
動
販
売
機
の
種
類　

❖
清

涼
飲
料
水
❖
タ
バ
コ
な
ど

▪
設
置
期
間　

４
月
１
日
（
日
）

～
来
年
３
月
31
日
（
日
）

　

市
で
は
、
高
齢
者
施
策
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
の

基
本
指
針
と
な
る
「
舞
鶴
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
の
第
５

期
計
画
（
24
～
26
年
度
）
と
障

害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
み

量
（
目
標
）
な
ど
を
定
め
た
「
舞

鶴
市
障
害
福
祉
計
画
」
の
第
３

期
計
画
（
24
～
26
年
度
）
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
素
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市

民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　

各
計
画
（
素
案
）
の
概
要
は

左
図
の
と
お
り
。

▪
提
出
方
法　

い
ず
れ
も
様
式

は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
（
素
案
）
に

関
す
る
意
見
」
か｢

舞
鶴
市
障

害
福
祉
計
画
（
素
案
）
に
関
す

る
意
見｣
と
明
記
し
て
、
郵
送

か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭

に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

▪
募
集
期
間　

い
ず
れ
も
２
月

20
日
（
月
）
～
３
月
９
日
（
金
）

▪
素
案
の
公
表
場
所　

い
ず
れ

も
担
当
課
の
ほ
か
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分

室
、
中
央
・
東
・
西
・
南
公
民
館
、

大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西
図

書
館
、
身
障
セ
ン
タ
ー
（
障
害

福
祉
計
画
の
み
）
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱

い　

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を

考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。
ま

た
、
意
見
の
概
要
と
意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
、

公
表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公

表
し
ま
せ
ん
）。

高
齢
者
保
健
福
祉
、
障
害
福
祉

計
画
の
素
案
に
意
見
を

《
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
》

①
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
の

促
進
②
障
害
者
の
能
力
や
特

性
に
応
じ
た
就
労
等
の
場
の

創
造
③
地
域
で
生
活
で
き
る

支
援
施
策
の
充
実
④
相
談
支

援
体
制
の
充
実

《
目
標
数
値
》
①
施
設
入
所
者

の
地
域
生
活
へ
の
移
行
②
福
祉

施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行

③
就
労
移
行
支
援
事
業
、
就
労

継
続
支
援
事
業
の
利
用
者
数

《
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
》
①
障

害
者
自
立
支
援
給
付
サ
ー
ビ

ス
の
見
込
み
量
②
地
域
生
活

支
援
事
業
の
見
込
み
量

　

詳
し
く
は
、
高
齢
・
障
害

福
祉
課
（
☎
66
・
１
０
３
３
、

ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）
へ
。

《
政
策
目
標
》
生
き
生
き
と
し

た
長
寿
社
会
づ
く
り

《
基
本
理
念
》
①
健
康
と
生
き

が
い
に
よ
る
活
力
あ
る
高
齢

者
づ
く
り
②
尊
厳
の
確
保
と

自
立
支
援
③
共
に
支
え
合
う

地
域
社
会
の
形
成

《
重
点
施
策
》
①
地
域
で
の
自

立
生
活
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
②
高
齢
者
の
積
極
的
な
社

会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り

③
壮
年
期
か
ら
の
健
康
・
元

気
づ
く
り
④
介
護
予
防
の
充

実
⑤
適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
家
族
支
援
⑥
認
知

症
高
齢
者
支
援
体
制
の
整
備

　

詳
し
く
は
、
地
域
福
祉
推

進
課
（
☎
66
・
１
０
１
１
、
ＦＡＸ

62
・
９
８
９
７
）
へ
。

産官学連携でにぎわいを創出
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
に
向
け

　

外
部
の
視
点
か
ら
市
の
施
策

を
評
価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に

向
け
た
調
査
・
研
究
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
８
月
に
実
施
し
た

「
市
政
に
つ
い
て
の
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
（
無
作
為
に
抽
出
し
た

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

３
，
０
０
０
人
を
対
象
に
実
施
。

回
答
者
数
１
，
０
３
８
人
、
回

答
率
34
・
６
％
）。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
の
新
た

な
総
合
計
画
に
掲
げ
た
32
項
目

の
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要

度
と
満
足
度
を
調
査
。
ま
た
、

市
職
員
の
対
応
や
地
域
活
動
へ

の
参
加
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も

併
せ
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果

を
十
分
に
踏
ま
え
、
不
満
と
感

じ
る
人
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努

め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今

後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

傾
向
の
変
化
を
定
期
的
に
把
握

し
、
重
点
的
に
強
化
す
べ
き
分

野
や
施
策
の
見
直
し
な
ど
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　

32
項
目
の
施
策
の
う
ち
、
重

要
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
上

位
５
項
目
の
割
り
合
い
と
満
足

度
の
割
り
合
い
は
下
表
と
お
り
。

施　策
重要と答
えた人の
割り合い

満足度の割り合い

満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 わからない
・無記入

雇用の確保・安定と働きやすい環境
づくり 68.1％ 1.2％ 3.3％ 25.0％ 30.0％ 27.8％ 12.8％

地域医療の確保 67.4％ 2.4％ 7.7％ 26.0％ 24.8％ 28.8％ 10.3％
高齢者が安心して生活できる環境づ
くり 55.9％ 3.0％ 11.8％ 38.2％ 18.8％ 13.5％ 14.7％

小・中学校期の環境づくり 52.9％ 1.4％ 5.7％ 46.4％ 16.2％ 10.7％ 19.5％
危機対応力の強化と安全の確保 51.2％ 2.3％ 9.2％ 52.4％ 14.8％ 7.0％ 14.1％

アンケートの結果

▪
入
札
受
付
方
法　

所
定
の
用

紙
（
管
財
契
約
課
に
備
え
付
け
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
２
月
24
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
か
持
参
で
同
課
へ
。

▪
落
札
候
補
者
決
定　

２
月
29

日
（
水
）。
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
で

通
知
書
を
送
付
（
落
札
候
補
者

の
み
）。

▪
問
い
合
わ
せ
先　

同
課
（
☎

66
・
１
０
４
５
）

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、同
室
（
☎

66
・
１
０
３
４
）
へ
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》
調
査
結
果
は
、

行
財
政
改
革
推
進
室
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐

分
室
、
中
央
・
東
・
西
・
南
公

民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

「
建
部
山
之
図
」
❖
牧
野
家
文
書

「
丹
後
国
加
佐
郡
東
大
浦
海
岸

図
」（
市
指
定
文
化
財
）
❖
糸
井

文
庫
「
麻
呂
子
親
王
大
江
山
鬼

人
退
治
絵
巻
」（
市
指
定
文
化
財
）

❖
江
戸
時
代
の
御
殿
雛び

な

な
ど
約

20
点

　

詳
し
く
は
、
同
館
（
☎
75
・

８
８
３
６
）
へ
。

大
電
力
を
基
準
と
し

て
26
％
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
、
目
標
の

10
％
を
上
回
る
結
果

に
な
っ
た
ほ
か
、
総

使
用
電
力
量
に
つ
い

て
も
前
年
同
期
比
で

22
％
の
削
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、

庁
舎
関
係
の
使
用
最

大
電
力
の
抑
制
と
消

費
電
力
量
の
削
減
、

機
械
設
備
な
ど
の
稼

働
時
間
の
平
準
化
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
節
電
に
努
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企

画
政
策
課
（
☎
66
・

１
０
４
２
）
へ
。

　１月 21 日、東地区の八島商店街内の空き店舗を利用し、舞
鶴高専の授業やフィールドワークなどを行う拠点施設「商店街
ラボ（愛称：よろず）」が開設しました。　
　地元の高等教育機関と商店街との連携による新たな交流とに
ぎわいづくりを目的に市が創設した『「商店街ラボ」産官学連
携推進事業』を活用し舞鶴高専が開設したもの。昨年 10 月、
西地区のマナイ商店街内に開設されたポリテクカレッジ京都の

「商店街ラボ（愛称：フラット♭）」に続き２件目。
　今後は、週２回程度の授業をはじめ、商店街をフィールドに
した研究調査などが行われる予定です。　　　　 《観光商業課》

東地区に商店街ラボを開設

▪東地区商店街ラボ「よろず」
《「まちづくり学」「舞鶴市東地区商店街活性化計画」発表会》
２月 22 日（水）19 時 30 分～ 20 時 30 分。

《建設システム工学科 尾上研究室「ゼミ展」》２月 24 日（金）
～ 29 日（水）13 時～ 18 時（29 日は 15 時まで）。
　いずれも会場は商店街ラボ よろず。問舞鶴高専の尾上さん（☎
62・8963）
▪西地区商店街ラボ 「フラット♭」

《共同研究成果発表会》３月７日（水）19 時 30 分から、西市
民プラザ。問ポリテクカレッジ京都の北條さん ( ☎ 75・7638)

パブリック・
コメント
手続制度

第
３
期
障
害
福
祉
計
画
（
素
案
）
の
概
要

第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
素
案
）
の
概
要


